
加賀象嵌 

 

 加賀象嵌（かがぞうがん）は、加賀藩（現在の石川県）で発達した装飾金工の技法で、

1955 年に重要無形文化財に指定されています。 

 

 象嵌は、硬さのある地金に金銀などの柔らかい金属を埋め込む技法です。職人は地金に文様部

分を彫る際、表面より底部を広げて彫り込みます。ここに金属を打ち込むと、金属が溝の内部で広

がって地金の中にしっかり押しこまれ、表面が滑らかになります。加賀象嵌では、埋め込んだ金属に、

さらに別の金属を重ねて層にしていく「重ね象嵌」や、薬液につけることで独特の色と輝きを生み出す

「色金」という日本独自の技法が知られています。 

 

 加賀象嵌は、江戸時代（1603～1867）の加賀で生産が盛んだった鎧や馬具と深い繋がりが

ありました。当時、加賀藩は金工をはじめとする伝統工芸に巨額の資金をつぎ込んでおり、京都や

江戸（現在の東京）から有名な金工職人を招いて、地元の職人たちを指導させました。そうして、

加賀では美と耐性を兼ね備えた象嵌細工が多数生み出され、ソフトパワー戦略の道具として将軍

や他藩の大名たちに献上されました。 

 

 加賀象嵌の独自の芸術スタイルは、現在も引き継がれています。石川県の職人たちは、その技法

を守りながら、ジュエリーやアート、インテリア、室内装飾の分野などで、加賀象嵌の新たな表現世界

を切り開いています。そうした金工作家のひとりである中川衛（1947～）はその彫金技術が高く評

価され、2004 年に重要無形文化財保持者に認定されました。 


